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1．コニ場の使命 サイロの美

　‘‘工場は工業的手段によつて生塵を行5場所であろ．，’

という定義は19世紀も20世紀も同じであるけれども，

その赴會的役割は非常に攣化した．前世紀には，それは

利潤をあげる手段としての生濠の場であり，第働者は機

械と同じ立場にあつて，機械でできない部分を澹當する

生産手浸であり，暗くて不徳生な，塵埃の多い，薙然た

る機械の問にはさまつて，絡日休みなく騒使されつかれ

きった身燈を，屋根裏のつめたいわが家のベットに董ん

で，翌朝くらい間に起されるまでぐつたりと死んだよう

に寝るのが一般であつた．かくて，勢務者の心身はつか

れ，健康はそこなわれて，病魔と貧窮があらゆる杜曾不

安の原因をなし，冨者の生活にも重大な脅威を與えろよ

うになつた．かくして，肚h會主義が起り，機械交闘と貸

本圭義へのきびしい批判をもたらし，機械は人類の幸幅

のために敵であるとさえ考えられろよ5になつた，

　しかし，機誠は人閲の代りに，人類の好まない種類の

勢働を果してくれるものであtj，少い犠牲で多大の効果

をあげるものであるから，その用法が適切でさえあれば

決して人類の幸幅に相反するものではない．ただ工逃自

謹の未蟄達の故の不健康性と，從來の農・商が主薩であ

つた祉會に工業が急速に肝歎な部分を占めるようになつ

た祉會，経濟上の不均衡とが，工業から起されやすい惨

禍を一暦大ぎなものにしたのである．

　20世紀に入つて機械をはじめあらゆる工業が次第に

襲達整備してきた上に，エ業による利潤が一部の揚悶に

もかかわらず，就會制変の適度に改善された所では，次

第に肚會全般をうるおすようになつたので，工業はもは

や人類の公敵であるという風には考えられず，むしろ，
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造形藝術を大きく支配し，音樂や文學などにも影響を與．

え，機械を讃美する傾向さえ生じてきたのであξ．（極端

なダ’イナミズムをたたえた未來派は一時的のものであつ

ても，立腔汲純梓派にいたる一連のモダソアートは機械

的生産に蓮した簡素，明快な美を生み出している）新ら

しい美學によれば“機能的にすぐれ能率の高いものほど

美しさを護揮し，工場は寺院や宮殿に代つて本當にすぐ

れた美しさをもつている”としていろ．進んだ形式の工

場では徽の縣鮪毒なガス，塵埃な．｛院全な繍

壁や空氣調節によつて入饅に有害な作用を及さなくな

り，作業工程に從つてきちんと配列された機械群は，完

備した計器類と自動制禦によつて調制され，小人敷で能

牽の高い快適なf乍業をつづiナうるように整備されてい

る．かくて工場での比較的短時聞の作業によつて多くの

人々の必要とする材料，機器がどんどん生謹され，人々

は多くの時聞を各自の欲する精紳活動や心身鍛錬に充て

5るという状態が現出するので，工場はそれ自身快適で

あるばかりでなく，他の快適條件の原動力になるものと

考えられる．

2，工場の藁化手股

　工場を美しくする手段はいろいろ考えられるが，その．・

主なものをあげると．

　a（立地）

　エ場の位置逡定にあたつて，從來のような工場の密集

した地幣に窮屈に入t）こむのでなく，新らしい別天地に

　　第1圖　工場入ロー白塁の殿堂をおもわ
　　　　　　せる工場事務所外蜆，軍純な笠面
　　　　　　と水李連纏回輔窓をもつてV・る．

美しい自然に包まれて，充分な敷地をもち，紺浄な室氣

を存分にとり入れた工現として，周園の煤煙や嗅言から

隔雛ざれ，環境美をうるのにふさわしくする．樹林や丘．

陵を背景にもてばさらに心の．討樂．メ與えられ，南方｝こ海
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や湖水を控えるときは夏季の涼．風が得られて能牽の鱈遙

の上にも望ましい．

　b（慰地）

　作業線にそつて作粟室間を都合よく牧めるよ5な形状

の敷地に，蓮搬や配管の繧・濟性を考慮した工場一充分な

飲地をもつて配置しうる敷地を可とする，かならずしも

完全に整地された甲坦地である必要はなく，蓮搬や作業

の種類によつては，丘陵，樹林，河沼などを巧に取り入

れることも考慮される．（いたずらに廣大な敷地を擁し

て少しも杁適でなく，管理に困難を感じている蜜例が多

い）
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第2圓　ゑ暦エ揚一張出床の外面に大きなガ
ラス面をもち白いコンクリート壁との封比もあ

ざやかで，現代的感畳にみちている．

　　第3圖　構造見上げ圖一軍暦工揚の天井附近
　　でクレー』ンのレールや小屋梁に新型のガーダー

　　が用いられている．

　c（配置）

　作業系統に懸じて直列，並列，復合，放射，集中，分

散などの萎種の配列がとられるが，一般に規則正しい配

置は道路・搬邊・配管・配線・管理上有利であるが，敷

地造威に経費を要する．不規則配置は地形を利用しやす

く防災，保健上すぐれていろが，管理］：の不利はまぬか

れない・前者は工業的．機能的人工美が得hれやすく，

後者は自然的環境美が得られやすい，あまり嚴正な幾何

學性は人の心を疲らせ浴怠させる場合があるので，E燃

の勾配や引込線の曲線を利用した緩い曲線を交えること

も効果的である．
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　d（形ま）

　工±を軍署にするか，重冒にするかの問題は作業の種

類，搬邊方法，地便等に麦配されるが，一般に輕工業で

垂百搬途を有利とする場合，そして都會地，工業密集地

の謬今には後者が有利であり，地上から見た工場美親の

上にも有効であることは當然で，採光・通風・防香・配

牲上も有利である．近代の建築構造按術ではこのような

立彊化の傾向を助長する加能性が強く，リフト，エレペ

ータF一の改良進歩はますますその利黙を強化すろ．（第2

圖参照）この場合，作業場に充分な採光を5るために景

大限のガラス面を活用し，張出床の外側に吊壁式に全面

第4圃　大梁間の室内一構造，探光，池風な
どが合理．的に解決されている軍暦廣間の例

　　第5圖　現代的な工揚タト鯉一規格された窓と

　　蓮績折曲金鵤板を用いたスマートな機能美がみ

　　られる，

をガラスにする手法が探用され，他の採光を必要としな

い部分の白壁と強い樹比を示すように考慮されている・

　軍窟のものは重量物の天井走行クレーンによる水不移

動を必要とする重工業に適し，〔第3圖滲照）また大き

な室間と均一な採光を必要とする組立職場や，製品展示

場などに好適であろ・近來は防1k材料の進歩から無駄な

室閲をもち，風墜に不荊な勾配屋根をやめて，水干澱形

屋根が大視模に採用されラーメンや筋違が有効に活用さ

オしている・（第4圓参照）

　e（材耕〉

　建築材料の進歩は，工場の様式を漸爽にかえ，煉瓦壁
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1　　　で急な勾配屋根をもつた窓の小さい初期のエ場から，鐡

　　　　筋コソクリートや鐵愚逡の陸屋根または遽段屋根（わが

　　ノ　　　　國では材料と降雨の關係で鋸歯状とする場合が多い）に

　　　　移りかわつた．外壁は鐵板折曲材によるもの（第5圖参

‘　　　照）や輕金麗板を使用した輕講造が登場し，大梁間や大’

Ili登轡灘灘態誌麟灘驚褒欝
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@　　耐衝撃性に敏陥があり，彊化スU”トの研究が必要にな

　　　　つた．

　　　　　ユ揚に使用される材耕は大章に均質のものが得られ，

　　　　耐久性があり，簡易に却工・1襲傭され，かつ輕濟酌に生

　　　　産されるものでなければならない．この他外装材は耐水

　　　　性と防火性が不可峡であり，内襲材はその用途によつて

　　　　翫熱性。防昔性・反射性などが必翼でありそれらがもつ

　　　　とも簡潔な方法で結合されて翼求をみタすことによつて

　　　　自然に機能的な美が酸揮される．　・

　　　　　f（開口部）

　　　　工場においては窓の使命は相當重翼競されなければな

　　　　らないが・これはかならずしも側壁の窓のみを意昧する

　　　　のでなく，大面積め輩暦工場では天窓及びクリヤストリ

　　　　P（段違いに設けられた窓）が有効に活用されて均質な

　　　　操光が得られる．（第4園滲照）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煙1の原因とさえなりやすい・工場葵化の第一は窓の清掃に　　。

ある．（窓格子は†宇形の噺面よりも丁形のものがほこり

がたまらず有利である．）出入口は人や物の出入室間によ

つて，その規模と形式が異るが，簡易で破損し難い形式

の操用が最も緊要である（吊戸引分式が便利）・　　　　　　　s

　　9（低上及駕色）　　　　　’

　人の瞑に最もつきやすいものは，室内仕上と機械髪蜜

類の配色である．從來，工場に美1‡必要がないとの見地

もあつて，油と埃の混合した黒褐色を主謹としていた工

場に封して，明朗な配色を探用することによつて，心理

的な効果はきわめて大きいが，實用的にも照度の塘大に

よつて能率が尚上する・水を使用し，清潔であることを
生命とする工場では白色若しは白にごく少量のエメラが

　ドまたはコパルトを含有させたものがよく（明度60～

80），　一般には汚れを考慮してクリーム叉はアイ求リPt

とするのがよい．・（明度40～60）更に汚れ易い工場では．

多くの部分を友色系の色（明産20～40）とし，部分的に

白及黒を配して朗快性を求めるとよい．一般に重量物を

明色にすると輕く感じることは窒験的に求められている

が，災害防止と疲勢の輕減の目的で，把手や，移動物は

暗い背景に白色で塗裟し，其他の部分は申性の鼠色（晩

度10・・y20％）に藩して注意を分散させないようにする

窓の開閉は近接できない場所が多く，また廣大な面積一一一の麟
を占めるものであるからユ蓮動式が必要となり，簡箪な

手段で開閉ぶ調節できることを要し，横軸回轄窓が好適

であるカミ，内側に遮光幕をもつた場合には困難になるの

で・iヒ出式・つき上げ式なども用いられる．（いずれも外

側にほこりがつきやすいから注意）下段の窓は引違式が

もつとも簡便である．換氣に關係のない部分はすぺて固

鰹（ご・メゴロシ）窓を用L・’る」最近は常時換氣可能な透

萌ルーバ肖（鎧戸）もよく用いられるが，清掃を怠ると

探光能傘が著しく悪くなる（113以下）．わが國ではプ般

に窓の清掃にまで手の廻らない土場が多く，このために

作業黄に心理的悪影響を與え，作業能牽をおとし，災害

　また各種の配管，配線，計器等を系続別に，色相で匿

分し，またそれを明暗により敏種に歴分すれば，操作，

樵査，修理等の場合多くの利便が得られやすい．，またそ

れらを亭行線駅にまとめることは繁雑さをさける上に効

果的である．その他一般に埃のたまbやすい個所をなく

するよ5に碑滑な仕上とし・隅を丸めて萌暗¢）う’つり攣

りを柔げ・登馨的に明暗の配置に野敷的階調を與えるこ

とも工場美化の有力な手段となる・原色は小さい部分，

または細い線以外に使用することをさけ，白を含んだ中

性の明色から暗色に至る敷系列の色相にまとめることボ

柔和な調和をうる上に必要である．
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　　　生研ニュース等

30

～

『　・lt　fg、眠’瓶、、1噸，、守！～譲婚骸


